








すすめています産消直結

●�遺伝毒性発がん物質および日本生協連のリスク評価において安全性を量的に判断
　できる科学的根拠が確認できないものなど、安全を見込むことができないもの。

不使用添加物（10品目）とは

生産者と消費者が直接ふれあいお互いの理解を深める生協ならでは
の取り組みです。一般に言われている「産地直送」とは違います。

地域 団体名 商品

鶴岡市

JA庄内たがわ オクラ・ブルーベリー

JA鶴岡 メロン・なめこ・軟白長ねぎ

松浦園芸 だだちゃ豆

大戸養鶏場 さくら卵

庄内町
JAあまるめ 米

大商金山牧場 豚肉

酒田市

（株）平田牧場 豚肉

山形県漁業協同組合 魚貝類

上林鶏卵 さくら卵

新庄市 泉菜（株） 里芋・長ねぎ

尾花沢市 まるひろ園芸出荷組合 すいか

村山市 はやぶさ園芸出荷組合 里芋・かぶ

村山地域
蔵王プルーン生産組合 プルーン

山形ファースト会 トマト

朝日町 大谷果樹組合 りんご

天童市 （株）半澤鶏卵 さくら卵

上山市 鈴木秀峰園 ぶどう

白鷹町 JA山形おきたま白鷹支店 きゅうり

南陽市
山形おきたま産直センター おかひじき・米

山形南陽のんのん倶楽部 ラ・フランス

産直商品の3つの基準

産地と生産者が明確であること
（「誰」が「どこ」で作ったかがわかること）

1

生産方法と手段が明確であること
（「どのように」作ったかがわかること）

2

組合員と生産者の交流がされていること
（共通の願いの実現）

3

大谷果樹組合産直交流会のようす JAあまるめ米づくり体験のようす

生協共立社では、より安全な食品を組合員にお届けするために
『食品添加物自主基準』を設け、その基準に沿って商品の品質管理をすすめています。
※生協共立社の食品添加物自主基準は、日本生協連の安全性評価に基づくものとし、この評価が変わった場合には連動して改訂します。

基準をきちんと

　　決めているの
ね

産消直結とは…

産直商品一覧

このマークが目印です

用 途 名      称

着 色 料
食用赤色104号

食用赤色105号

酸化防止剤 単糖・アミノ酸複合物

製造用剤
臭素酸カリウム（小麦粉処理剤）

グレープフルーツ種子抽出物

用 途 名      称

保 存 料

デヒドロ酢酸ナトリウム

パラオキシ安息香酸イソブチル

パラオキシ安息香酸イソプロピル

パラオキシ安息香酸ブチル

パラオキシ安息香酸プロピル

食品添加物政策

※�不使用添加物が使用された食品（酒・医薬品を除く）
は、くらしのセンター（生協店舗）・宅配で一切取り扱い
いたしません。

※�宅配では、使用制限添加物が含まれる食品は極力
取り扱いいたしません。

用 途 名      称

保 存 料

安息香酸

安息香酸ナトリウム

ツヤプリシン（抽出物）

ペクチン分解物

ε-ポリリシン

着 色 料

食用赤色40号及びそのアルミニウムレーキ

食用赤色106号

食用黄色4号及びそのアルミニウムレーキ

食用黄色5号及びそのアルミニウムレーキ

食用青色2号及びそのアルミニウムレーキ

二酸化チタン

アルミニウム

植物炭末色素

ラック色素

ログウッド色素

カンタキサンチン

用 途 名      称

甘 味 料

カンゾウ抽出物

カンゾウ末

α-グルコシルトランスフェラーゼ処理ステビア

酵素分解カンゾウ

ステビア抽出物

ステビア末

ブラジルカンゾウ抽出物

L-ラムノース

増 粘
安 定 剤

ウェランガム

エレミ樹脂

カラギナン

サイリウムシードガム

ファーセレラン

用 途 名      称

防かび剤

イマザリル

オルトフェニルフェノールおよび
オルトフェニルフェノールナトリウム

チアベンダゾール

酸 化
防 止 剤

エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム

グアヤク脂

酵素分解リンゴ抽出物

ブドウ種子抽出物

乳 化 剤

ポリソルベート20

ポリソルベート60

ポリソルベート65

ポリソルベート80

製造用剤 過酸化ベンゾイル（小麦粉処理剤）

ガムベース マスチック

使用制限添加物（42品目）とは
●「安全性を量的に判断できる科学的根拠はあるが、懸念すべき問題点がある物質」のうち、使用制限することが可能
　で、それによりリスク低減を図ることができるもの。
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